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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年4月24日(2014.4.24)

【公開番号】特開2013-34593(P2013-34593A)
【公開日】平成25年2月21日(2013.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-009
【出願番号】特願2011-172016(P2011-172016)
【国際特許分類】
   Ａ４７Ｌ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｌ   9/00    １０３　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月6日(2014.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被清掃面の塵埃を吸引する吸引風を発生させる電動送風機を内蔵する掃除機本体と、前
記電動送風機で発生された吸引風が前記掃除機本体に至るまでに吸引風路に配置されると
ともに、一端が前記掃除機本体に接続され、他端に先端パイプを有するホースと、を備え
、前記先端パイプは、内部に前記吸引風路の一部を構成する吸気流路を有するとともに、
少なくとも１つの開口部を有する筒体と、前記筒体に取り付けられ、前記開口部を覆う蓋
体と、前記開口部及び前記蓋体との間に配置された吸音部材と、を有しており、前記吸音
部材は、前記蓋体側の密度が前記開口部側の密度よりも高くなるように形成されている電
気掃除機。
【請求項２】
　被清掃面の塵埃を吸引する吸引風を発生させる電動送風機を内蔵する掃除機本体と、前
記電動送風機によって発生された吸引風が前記掃除機本体に至るまでの吸引風路に配置さ
れた延長管と、を備え、前記延長管は、内部に前記吸引風路の一部を構成する吸気流路を
有するとともに、少なくとも１つの開口部を有する筒体と、前記筒体に取り付けられてお
り、前記開口部を覆う外蓋と、前記開口部と前記外蓋との間に配置された吸音部材と、を
有しており、前記吸音部材は、前記外蓋側の密度が前記開口部側の密度よりも高くなるよ
うに形成されている電気掃除機。
【請求項３】
　前記吸音部材は複数の吸音材によって形成されている請求項１又は２に記載の電気掃除
機。
【請求項４】
　前記複数の吸音材間には隙間が形成されている請求項１又は２に記載の電気掃除機。
【請求項５】
　前記吸音部材は、前記筒体の下部に配置されている請求項１～４のうちの何れか１項に
記載の電気掃除機。
【請求項６】
　前記筒体の前記開口部には、前記筒体から前記蓋体側に向かって伸びる第１のリブが設
けられており、前記蓋体の前記開口部に対向する位置には、前記蓋体の内面から前記筒体
側に向かって伸びる第２のリブが設けられており、前記吸音部材は、前記第１のリブと前
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記第２のリブとで形成される空間の内部に配置されている請求項１～５のうち何れか１項
に記載に電気掃除機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第２の発明は、被清掃面の塵埃を吸引する吸引風を発生させる電動送風機を内蔵する掃
除機本体と、前記電動送風機によって発生された吸引風が前記掃除機本体に至るまでの吸
引風路に配置された延長管と、を備え、前記延長管は、内部に前記吸引風路の一部を構成
する吸気流路を有するとともに、少なくとも１つの開口部を有する筒体と、前記筒体に取
り付けられており、前記開口部を覆う外蓋と、前記開口部と前記外蓋との間に配置された
吸音部材と、を有しており、前記吸音部材は、前記外蓋側の密度が前記開口部側の密度よ
りも高くなるように形成されている電気掃除機としたものである。これにより、吸音部材
は、蓋体側の密度が開口部側の密度よりも高くなるように形成されているため、延長管の
内部に形成された吸気通路を流れる吸引風によって発生した騒音を開口部から吸音部材の
内部に効率よく拡散させることができ、延長管の内部を流れる吸引風によって発生した騒
音を吸音部材で効率よく消音することができるとともに、電気掃除機の静音性能を向上さ
せることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　第３の発明は、特に、第１、第２の発明において、吸音部材は複数の吸音材によって形
成されている構成としたものである。これにより、吸音部材の蓋体側の密度が開口部側の
密度よりも高くなるように吸音部材を容易に形成することができるとともに、筒体の形状
や開口部の形状などにあわせて吸音部材を形成することができるため、筒体の内部に形成
された吸気通路を流れる吸引風によって発生した騒音を開口部から吸音部材の内部に効率
よく拡散させることができ、筒体の内部を流れる吸引風によって発生した騒音を吸音部材
で効率よく消音することができるとともに、電気掃除機の静音性能を向上させることがで
きる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　第４の発明は、特に、第３の発明において、複数の吸音材間には隙間が形成されている
構成としたものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　第５の発明は、特に、第１～第４の発明において、吸音部材は、前記筒体の下部に配置
されている構成としたものである。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　第６の発明は、特に、第１～第５の発明において、筒体の開口部には、前記筒体から前
記蓋体側に向かって伸びる第１のリブが設けられており、前記蓋体の前記開口部に対向す
る位置には、前記蓋体の内面から前記筒体側に向かって伸びる第２のリブが設けられてお
り、前記吸音部材は、前記第１のリブと前記第２のリブとで形成される空間の内部に配置
されている構成としたものである。
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